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「
中
核
市
移
行
」
準
備
の
一
年
に

所
長

田
中

浩
三

新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

辰
年
の
新
た
な
る
一
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年

は
多
く
の
教
職
員
の
ご
協
力
の
下
、
研
修
等
を
中
心
に
那

覇
市
の
教
育
課
題
解
決
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
前
進
し
た

一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
当
教
育
研
究
所
に
と
っ
て
は
、
平
成
二

五
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
那
覇
市
の
中
核
市
に
向
け

た
準
備
の
一
年
で
も
あ
り
ま
す
。

「
中
核
市
」
と
い
え
ば
、
人
口
三
十
万
人
以
上
の
市
を

対
象
に
し
た
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
目
的
で
制
度
化

さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
既
に
四
一
市
が
移
行
し
て
お
り
ま

す
。
移
行
の
際
は
県
が
実
施
し
て
い
る
多
く
の
業
務
等
が

市
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り

業
務
の
一
元
化
が
図
ら
れ
た
り
ス
ピ
ー
ド
化
に
つ
な
が

っ
た
り
し
て
、
市
民
へ
の
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
や
特
色
あ

る
都
市
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
業
務
の
移
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
教
委
が
実

施
し
て
き
た
教
職
員
研
修
を
中
心
と
し
た
数
多
く
の
研

修
が
市
教
委
に
委
譲
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
当
教
育

研
究
所
に
お
い
て
も
「
初
任
者
研
修
」
や
「
十
年
経
験
者

研
修
」
と
い
う
法
定
研
修
等
を
独
自
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
両
研
修
と
も
教
師
の
指
導
力
向
上
に
向

け
た
経
年
研
修
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け

に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
那
覇
教
育
事
務
所
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
下
、
年
間
を
通
し
て
綿
密
に
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
準
備
と
並

行
し
て
、
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
教
職
員
研
修
や
授
業
研

究
・
情
報
教
育
等
に
関
わ
る
学
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
中
核
市
移
行
と
い
う
大
き
な
節
目
の
準

備
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
当
教
育
研
究
所
に
お
い
て

は
「
本
市
教
育
の
充
実
を
図
る
」
と
い
う
視
点
で
、
教
職

員
研
修
の
進
め
方
や
内
容
等
を
検
討
す
る
一
年
と
位
置

づ
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

●新年を迎え、平成 23年度 後期研究員の研究も折り返し地点を過ぎました。テーマ検討から項立て、中間検討会を経て、検証授業の実施・
考察・まとめの時期に差し掛かり充実した日々を送っています。次年度の募集締め切りが近付いています。多くの応募をお待ちしています。

明けましておめでとうございます！
研究所だより那覇市立教育研究所

那覇市金城 3－5－3
所 長 田 中 浩 三

昨年 12 月９日付けで、教育研究所に赴任してき
ました比嘉真一郎と申します。
今回急な異動で不安の多い中でのスタートでは
ありましたが、田中所長をはじめ指導主事の先生方
や研究員、市職員の皆さんの親切丁寧なサポートが
あり、とても気持ちよく仕事をさせてもらっていま
す。 
研究所では、これまでの業務内容と一変し、調査
物の集約と分析、連絡調整、企画立案、会議等が多
くなり、行政での仕事を少しずつ経験させてもらっ
ています。子どもたちと接する機会はめっきり減り
ましたが、現場での教育活動同様、関わっている仕
事はすべてその先にいる子どもたちのためにとい
う思いや意識は変わらないし、むしろこれまでより
も強くなったと感じています。今後は、研究所が大
切にしている学校支援に全力で取り組んでいきた
いと思います。
また、平成 25 年度に控えている那覇市の中核市
への移行に伴う、県から市への教育行政の移譲がス
ムーズにいくように研究所の力を結集して頑張っ
ていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い
します。

新指導主事着任の
お知らせ

比嘉真一郎指導主事

12月 12日（月）に大城邦夫研究員、12月 14日（水）に、
島村育与研究員の「検証授業及び授業研究会」が行われました。

検証授業は、相互交流の視点を「子どもに
どう伝えるのか」「どのようにすれば伝わ
るのか」ということを意識して行いまし
た。私が伝えているつもりでも子どもには
伝わっていなかったりと、授業を実施して
みて課題が出てきました。目の前の子ども
の実態をよく捉えて、授業展開していくこ
との大切さを実感しました。（島村）

理論研究 研究内容の検討 検証授業 まとめの検討 そ
の
他
、
多
く
の

所
内
研
修
や
講

座
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
じ
っ
く

り
学
べ
ま
す
。

第 98期【前期】 平成 24年 4月 1日から６ケ月

教育研究所では 平成 24 年度教育研究員を募集しています。
詳しく募集要項でお確かめください。

※ 那覇市立教育研究所ＨＰ または Desknet’s で。 

第 99期【後期】 平成 24年 10月 1日から６ケ月

研
修
の
流
れ

研究員からも率直な意見が出され、考えさ
せられる部分がありよかったです。今まで
の授業反省会では同じ中学校教師による
意見が主でしたので、幼稚園、小学校と異
校種の先生方からの違った角度からの意
見が聞けてとても良かったです。（大城）
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３ 年 ５ 年
小学校

那覇市 沖縄県 那覇市 沖縄県

A 74.6 74.1 73.2 72.1

国

語
B 67.8 64.5 64.2 62.4

A 84.8 82.6 73.7 72.4
算

数
B 67.0 63.5 47.3 44.3

中 ２
中学校

那覇市 沖縄県

国 語 60.7 59.3

数 学 54.4 50.8

英 語 58.8 54.5

社 会 54.2 51.8

理 科 48.2 45.5

今日の講座で、良かったのは Word などを
使用する時の裏技が学べた事です。
使う時に気になるのが、画像を勝手に使わ
れること。自分がホームページに貼った画像
が勝手に使用された場合には、大変困るので、
対策の話も質問したが、フリーソフトを使用
して、簡単にとることができるというので、
改めて資料(個人情報)の保護、著作権等、気を
つけないといけないと思ったのと、生徒にも
改めて注意喚起が必要と感じた。（大城）

日頃は、名簿や日程表等の作成に頻繁に活用
しているエクセルですが、エクセルの様々な機
能（表計算、グラフ作成等）を活用することに
よって、効率よく、わかりやすい資料や教材の
作成が行えることを実践を通して学ぶことが
できました。（屋嘉部）

ＨＰ作成講座（12月 26 日）

エクセル講座（12月 26 日）

○理論、具体例、演習、リラックスとバランスのよい構成で、スッキリ頭に入りま
した。グループ内での交流の仕方、クラス全体での共有の仕方も参考になりま
した。講座資料の表紙にあった言語に関する名言を読むと話すことや言葉に
ついての見方が広がりました。講座関連の図書室資料の紹介もよかったです。

○段階を踏んで、スピーチの力が身に付きそうです。講座
の流れも、易→難 へと進み、感服いたしました。小学校の
先生との交流もいいですね。発想がやわらかで、優しく、温
かな心が伝わってきます。

○生徒たちに「書け、書け」って言ってるわり
に、自分で書こうとすると、意外に難しいな～と
感じました。「五段階情報整理法」で書いてみ
ると思いのほかスピーチがうまく進められた気
がしてよかったです。

12月 16日(水)、1月 11日(水)に、第二回
及び第三回「コンビニ国語講座」が開催され
ました。第二回は「五段階情報整理法」を用
いたスピーチ、第三回は「朗読」をテーマで
の講座でした。参加された先生方の感想を掲
載いたします。

「人類館」事件を題材にしなが
ら、沖縄戦、復帰運動という沖縄
の歴史を、三人で演じた劇で、沖
縄の人も差別されながら、実は差
別をしているという事実。そして
今も変わっていない沖縄への偏
見。そうした事を考えさせられた
内容でした。（大城）

コンビニ国語講座 受講者募集中！

第４回講座は 2月 8日㈬、第５回講座は 3月 13日㈬
それぞれ 17：30 からです。

申し込みはメール、電話、fax にて受け付けています。
詳しくは那覇市立教育研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞまたは Desknet’sで。
気軽にご連絡ください。

「人類館」鑑賞（12月 26 日）

検証授業も終わり、アンケートのまとめな
どにエクセルを使うので、今の時期に習うこ
とができて良かったです。説明を聞きながら、
操作を行っているときは、できるのですが、
もう一度自分でやろうとすると、やり方を忘
れていたりするので、繰り返し触りながら覚
えていこうと思います。（島村）

平成23年度 沖縄県到達度調査結果

朗読の奥深さ……難しさ、そして楽しさを実感しました。「レッスン」も全部体験して
みたいです。「声のベクトル」は大変参考になりました。
舌足らずで本読みにはコンプレックスがあるので、もっともっと勉強が必要だと思
いました。

声を使って授業をしているのに声が本当に相手の心に伝わるのか習ったことがな
かったと思います。声を磨くだけで教室の環境が変わると思いました。ぜひ、多く
の先生に伝えたい。朗読の楽しさや表現の工夫、授業でも取り入れていきたいと
思います。

昨年 12 月に行われた「沖縄県学力到達度調査」の沖縄県と那覇市の各教科平均正答率を報告します。
考察や課題となる問題例と指導の重点等の詳細については、後日 Desknet’sに掲載いたします。


